
【ビルクリーニング分野】育成・キャリア形成プログラム（案）
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その他業務に関連する資格の取得（普通自動車運転免許等）

特定技能１号評価試験

Ａ１相当以上 Ａ２．２相当以上 Ｂ１相当以上

育成就労
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初級 技能検定１級
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・技能実習２号から特定技能１号への移行
・育成就労を経ずに特定技能１号で入国 等

《育成就労計画》

キャリア
ステップ
の概要

複数作業員の指導、現場管理としての就労
年数（２年以上）

技能修得状況や学習の理解度等に係る教材を活用した定期的なフォローアップ

特定技能２号評価試験

《１号特定技能外国人支援計画》

建築物衛生管理技術者、各種監督者

緑色

１

技能検定２級

安全・衛生教育

複数作業員の指導、現場管理 、
計画作成、進行管理等のマネジメン

ト業務
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育成・キャリア形成のイメージ(ビルクリーニング業務区分)（案）

在留資格
目指すレベル
（求められる役
割・作業）

必要な技能・知識・資格とそのための研修・講習

専門技能 日本語能力 マネジメ
ント経験

その他経験
等

育成就労

基礎的な技能を修得し、
上長からの具体的な指
示があれば、現場で着
実に、器具機材の準備
片付け、各種清掃作業
の補助を行えるように
なる。特定技能１号へ
の移行を目指す。

就労中の取組：
育成就労評価試験初級
（１年目）
特定技能１号評価試験
（３年目）

就労開始までに必須：
日本語教育の参照枠A1
相当以上の試験(JFT-
Basic(A1)、JLPTのN5
等)合格又はそれに相当
する日本語講習の受講
就労中の取組：日本語
教育の参照枠A2.2相当
以上の試験(JFT-
Basic(A2.2)、JLPTの
N4等)合格

ー

建築物衛生管理
技術者、各種監
督者・従事者、
普通自動車運転
免許等（経験年
数と必要に応じ
て適宜）

特定技能
１号

全体的な指示を理解し、
作業手順に基づき、日
常清掃又は定期清掃作
業を遂行する。特定技
能２号への移行を目指
す。

就労開始に必須：
特定技能１号評価試験
就労中の取組：
技能検定２級（４～５年
目）
技能検定１級又は特定技
能２号評価試験（８年
目）

就労開始に必須：日本
語教育の参照枠A2.2相
当以上の試験(JFT-
Basic(A2.2)、JLPTの
N4等)合格
就労中の取組：日本語
教育の参照枠B1相当以
上の試験(JLPTのN3等)
合格

建築物衛生法第２条第１項に規定する特定建築物
の建築物内部の清掃又は同法第 12 条の２第 1 
項第 1 号に規定する建築物清掃業若しくは同運
用要領別冊10項第８号に規定する建築物環境衛
生総合管理業の登録を受けた営業所が行う建築物
（住宅を除く。）内部の清掃に、複数の作業員を
指導しながら従事し、現場を管理する業務（2
年）

特定技能
２号

自らの判断により高度
に専門的・技術的な業
務を遂行し、又は、監
督者として業務を統括
しつつ、これまでに習
得した技能・知識で業
務を遂行する。

就労開始に必須：
技能検定１級又は特定技
能２号評価試験（８年
目）

就労開始に必須：日本
語教育の参照枠B1相当
以上の試験(JLPTのN3
等)合格

現場監督者、管
理者候補として、
複数作業員の指
導、現場管理 、
計画作成、進行
管理等のマネジ
メント業務 ２
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育成・キャリア形成のイメージ（ビルクリーニング）（案）

出典：令和6年度厚生労働省委託事業「ビルクリーニング分野における外国人材受入れ体制適正化調査一式事業実施報告書」

技能実習（または育成就労）から特定技能1号を

経て特定技能2号へと移行していく具体的な

キャリアパス例を示します。
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※正確には「日本語試験A2.2相当以上(JFT-Basic(A2.2)、
JLPTのN4等)」となります。

※日本語試験B1相当以上(JLPTのN3等)も必要です。
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